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３．試験施工実績
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3.1 2024年度実績

CO2固定量の合計
・LAGO大津：2,995kg-CO2 ・大阪・関西万博：3,171kg-CO2

ＩＰＣＣ（気候変動に関わる政府間パネル）に報告する方向で、環境省と調整を開始

＊：昨年度は、コンクリートへのCO2固定量が、日本の温室効果ガス吸収量（CO2固定量）に盛り込まれ、その他
の環境配慮型コンクリートとともに世界で初めて国連に報告された。（約17トン。Suicom，Te-Cobcrete等）

固定量
（kg-CO2）

施工量
（m3）

種類対象試験施工個所

1,67239.8CPポーラスコン（歩道用）園路LAGO
大津 1,32331.5CPポーラスコン（車道用）駐車場

1,08425.5CPポーラスコン（歩道用）入口大阪・関西万博
未来の都市 65628.1CPコンクリート（歩道用）通路

54915.5CPコンクリート（車道用）出口

4393.4床板ブロック（30cm×30cm）コリドール

4439.0無筋、鉄筋コンクリートベンチ









実施目的骨材スラッジ微粉末炭酸化養生
配合種別
（m3）

ベンチ

・簡易型の一気通貫データ取得
・空隙最大型の養生メニュー確立

CP粒状化骨材無
有（打込型枠方

式）
簡易型30％
（0.91）

①
2/2

・最大型の一気通貫データ取得
・アクアカーテン方式の養生方法確立
・K回収によるLCA収支計算

CP粒状化骨材CP開発品有（K回収有、無）中間型20%
（0.14）

②内
1/30

・(簡易型)空隙導入前の高強度・高耐久仕様の検討CP粒状化骨材無無
簡易型
（0.68）

②外
2/17

・炭酸化養生有無の比較用
・(最大型)空隙導入前の高強度・高耐久仕様の検討CP粒状化骨材CP開発品無中間型CSP

（1.03）
③

1/30

・CSP種類による製造・施工性の比較検討CP粒状化骨材カルカーボ無中間型
（0.82）

④
2/2

・比較用の一般的な再生骨材コンクリートMクラス
粗骨材

CP50:V50
細骨材：CP100

無
（BB）無

再生コン
（0.82）
2m3練り

呼び24-15-
CP15

⑤
2/17

基本配合 BCクラス W/B=35%（スラグ70%＋CP骨材＋CPスラッジ微粉末）

実証時における課題の洗い出しと対応策の立案・実施に取り組んでいる。

３．試験施工実績

3.2 2025年度実績（日野市「西平山あそびば」）
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４．社会実装に向けた展開・課題
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今年度は、委託期間の最終年度として、CO2を固定した材料の製
造設備のスケールアップや養生時のCO2固定技術の確立に取り組み、
試験施工等を通じて、材料製造から養生時の固定化までの一連の製
造過程でのCO2固定量・削減量の目標値を達成できる見込みである。



５．まとめ
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2031年度以降の事業化を目指し、試験施工を通して、技術のブ
ラッシュアップを継続し、来年度からは規格標準化、環境ラベルの取得
等に力点を置き、社会受容を進めます。

私たちの周りに溢れているコンクリート、
それは地球に優しいものとなる。


